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表されている（Mémorial de la Côte d’Ivoire; Loucou 1984; Schwartz 1993; Kipré 
2005）。ヨーロッパ人との接触から植民地化にかけての過程やフランス領植
民地の制度的側面については，西アフリカ全域を視野に入れた著作（Schnap-
per 1961; Hargreaves 1963; Crowder 1977; Benoist 1979）のほか，コートジボワー























































































































































































































































































































































ランス領西アフリカ」（Afrique occidentale française: AOF）であり，コートジボ




















































誇るココア生産地となった（Coquery-Vidrovitch 1992, 122; Kipré et Tirefort 1992, 
























































































































































































































ったサン = ルイ Saint-Louis の総督）に就任したフェデルブ（Faidherbe）によ
って採用され，1857年にはセネガル内陸部に版図を築いたエル・ハジ・ウマ



















⑽　植民地連邦である AOF は1895年 6 月に創設されたが，連邦総督府が置かれ
たセネガル植民地とそれ以外の植民地のあいだに指揮系統や管轄権などをめ
ぐる対立が存在した。この対立を背景とし，コートジボワール植民地は1896
年（同年 9月25日付け政令）に AOF から切り離された。これ以来，1899年
（同年10月17日付け政令）に再統合されるまでの 3年あまりのあいだ，コート
ジボワール植民地は AOF の構成植民地ではなかった。指揮系統や管轄権など
をめぐる問題は「AOF 憲章」（la Charte de l’A.O.F.）とも呼ばれる1904年10月
18日付け政令によって解消され，以後 AOF は安定的に存続するようになる
（Benoist 1979, 27-33）。
⑾　第 2次大戦以後の時期をとおして，コートジボワール植民地は AOF 全体の


























は，植民地行政官の国土認識を背景にしていた（Dozon 1985a; 真島 1999）。こ
のような地域表象が，今日の政治情勢に少なからぬ影響を及ぼしていること
については佐藤（2000e, 41）を参照。

